
特 集
「
国
際
都
市
横
浜
」
が
推
進
す
る
国
際
協
力

《7》 

横
浜
の
特
色
あ
る
政
策
・
ま
ち
づ
く
り
の
海
外
へ
の
発
信
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横
浜
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
様
々

な
都
市
課
題
等
に
対
し
て
、
本
市

の
特
徴
等
を
踏
ま
え
た
独
自
の
政

策
を
打
ち
出
し
、
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
政
策

は
国
内
外
で
注
目
さ
れ
、
数
多
く

の
視
察
受
入
れ
等
を
行
っ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
海
外
都
市
に
知

見
の
提
供
等
を
行
う
本
市
の
特
色

あ
る
政
策
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

 

　 

横
浜
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ

１  

ジ
ェ
ク
ト

　

 

　 【
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
】

（1） 

は
じ
め
に

　

パ
リ
協
定
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
採

択
等
を
受
け
、
世
界
的
に
都
市
へ

の
期
待
が
高
ま
る
中
、
本
市
は
２

０
５
０
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス

実
質
排
出
ゼ
ロ
（
脱
炭
素
化
）
の

実
現
（Zero Carbon Y
okoha-

m
a

）
を
温
暖
化
対
策
の
目
指
す

姿
と
し
て
掲
げ
る
と
と
も
に
、
２

０
１
８
年
に
は
日
本
政
府
か
ら

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定

さ
れ
、
国
内
外
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
環

境
・
経
済
・
社
会
的
課
題
の
統
合

的
解
決
を
図
る
新
た
な
取
組
を
進

め
て
い
る
。

（2） 

横
浜
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
）
の
概
要

　

２
０
１
０
年
に
経
済
産
業
省
か

ら
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会

シ
ス
テ
ム
実
証
地
域
」
に
選
定
さ

れ
、
横
浜
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
「
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
」）

実
証
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。
家

庭
や
業
務
ビ
ル
を
は
じ
め
、
既
成

市
街
地
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
最
適
化
に
向
け
た
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
を
、
日
本
を
代

表
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
者

や
電
気
メ
ー
カ
ー
、
建
設
会
社
等

34
社
と
本
市
が
連
携
し
て
取
り
組

ん
だ
（
図
１
）。
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
で
は
、

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
※
１
）
や
太
陽
光
パ

ネ
ル
、
電
気
自
動
車
の
導
入
目
標

を
掲
げ
、
２
０
１
３
年
度
ま
で
に

達
成
し
た
（
※
２
）。
電
気
自
動

車
は
目
標
の
２
０
０
０
台
を
上
回

る
２
３
０
０
台
を
導
入
し
、ま
た
、

CO
2

の
削
減
率
は
、
25
％
と
い
う

目
標
を
上
回
り
、
29
％
を
達
成
し

た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
４
年
度
ま
で

執
筆名

取 

史
記

温
暖
化
対
策
統
括
本
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
課
担
当
係
長

小
野
寺 

智
香

温
暖
化
対
策
統
括
本
部
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
推
進
課
担
当
係
長

杉
浦 

綾
音

資
源
循
環
局
政
策
調
整
課

池
宮 

秀
平

都
市
整
備
局
地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

（図１）　YSCP実証事業全体像

※
１　
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

　

H
om

e E
nergy M

anagem
ent 

System

：
家
庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

※
２　

導
入
実
績
（
導
入
目
標
）

　

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
：
４
２
０
０
件
（
４
０
０
０

件
）、
太
陽
光
パ
ネ
ル
：
37
Ｍ
Ｗ
（
27
Ｍ

Ｗ
）、
電
気
自
動
車
：
２
３
０
０
台
（
２

０
０
０
台
）
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の
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
実
証
事
業
を
踏
ま
え

て
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
は
、
Ｙ

Ｓ
Ｃ
Ｐ
で
培
っ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
、「
実
証
か
ら
実
装
」

へ
と
展
開
す
る
た
め
、
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ

実
証
参
画
企
業
を
中
心
に
新
た
な

公
民
連
携
組
織
で
あ
る
横
浜
ス

マ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
（
Ｙ
Ｓ

Ｂ
Ａ
）
を
設
立
し
、
防
災
性
・
環

境
性
・
経
済
性
に
優
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
循
環
都
市
を
目
指
し
て
い
る

（
図
２
）。

（3） 

２
都
市
間
連
携

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
連
携
し
「
ブ
ラ

ジ
ル
国
ク
リ
チ
バ
市
に
お
け
る
都

市
区
画
整
理
事
業
実
施
能
力
強
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
バ
ン
コ
ク
都

気
候
変
動
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
２
０

１
３
─
２
０
２
３
」
策
定
支
援
の

た
め
、
現
地
へ
の
職
員
派
遣
や
訪

日
研
修
受
入
れ
等
を
実
施
し
、
Ｙ

Ｓ
Ｃ
Ｐ
で
連
携
す
る
企
業
の
協
力

を
得
て
、
事
例
の
説
明
や
現
地
視

察
等
を
通
じ
、
知
見
を
提
供
し
て

き
た
。
こ
の
う
ち
、
特
に
バ
ン
コ

ク
に
つ
い
て
は
、２
０
１
３
年
に
、

バ
ン
コ
ク
に
お
け
る
環
境
に
配
慮

し
た
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を

目
指
し
相
互
に
協
力
す
る
た
め
の

覚
書
を
締
結
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
は
本
市
の
知
見
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
現
在
も
、
同
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
実
施
能
力
を
向
上
さ
せ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

タ
イ
政
府
、
民
間
企
業
な
ど
と
連

携
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
が

実
施
す
る
、
欧
州
と
世
界
各
国
の

都
市
が
ペ
ア
を
組
ん
で
共
通
の
課

題
解
決
に
向
け
連
携
し
、
対
応
策

を
共
有
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
持

続
可
能
な
都
市
開
発
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
国
際
都
市
間
協

力
（International U

rban 
Cooperation - IU

C

）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、
２
０
１
７
年
に

本
市
と
パ
ー
ト
ナ
ー
都
市
で
あ
る

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ペ

ア
が
採
択
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
水
素
等
の
Ｙ
Ｓ
Ｃ

Ｐ
の
知
見
を
提
供
し
て
き
た
。
こ

の
他
、
２
０
１
３
年
に
は
ス
ペ
イ

ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
も
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

し
、
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
に
関
連
す
る
意
見

交
換
を
行
う
な
ど
、
本
市
は
緊
密

な
二
都
市
間
連
携
を
通
じ
、
Ｙ
Ｓ

Ｃ
Ｐ
の
知
見
を
提
供
し
て
き
た
。

　

も
ち
ろ
ん
各
都
市
が
直
面
す
る

課
題
は
大
き
く
異
な
り
、
本
市
が

提
供
し
た
知
見
が
そ
の
ま
ま
他
都

市
で
適
応
さ
れ
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
が
、
様
々
な
役
割
を
担
う

多
く
の
企
業
と
連
携
し
、
取
り
組

ん
で
き
た
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
の
知
見
は
こ

れ
ら
の
都
市
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
て
お
り
、
こ
の
評
判
が
共
有
さ

れ
て
か
、
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
の
視
察
依
頼

を
複
数
年
に
わ
た
り
世
界
各
都
市

か
ら
数
多
く
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
（4） 

国
際
的
な
評
価

　

Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
は
、 

２
０
１
１
年
に

ワ
ー
ル
ド
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ア

ワ
ー
ド
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
エ
キ
ス
ポ
で
の
受
賞
）、

２
０
１
５
年
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
「
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・

ア
ワ
ー
ド
」、
２
０
１
７
年
に
Ｃ

40
（
世
界
大
都
市
気
候
先
導
グ

ル
ー
プ
）
シ
テ
ィ
ー
ズ
ア
ワ
ー
ド

を
受
賞
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
一

般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
賞
で
は
な

い
が
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
分
野

で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
す
指
標
と
な
る
。
受
賞
に
あ

た
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
先
進
性
の
み
な
ら
ず
、

市
民
、
民
間
企
業
、
市
が
緊
密
に

連
携
し
た
点
や
、
既
存
の
市
街
地

を
市
民
に
と
っ
て
快
適
か
つ
低
炭

素
型
の
都
市
に
変
革
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

（5） 

今
後
の
展
開

　

パ
リ
協
定
に
掲
げ
ら
れ
た
い
わ

ゆ
る
「
１
・
５
℃
目
標
（
※
３
）」

の
達
成
に
向
け
て
、
都
市
の
役
割

へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
。
世
界
人
口
の
約
半
数
が
都

市
に
居
住
し
、CO

²

排
出
量
の
４

分
の
３
が
都
市
か
ら
排
出
さ
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
今
、
我
々

大
都
市
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大

き
い
。そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
も
、

横
浜
市
の
脱
炭
素
化
を
目
指
す
こ

と
に
加
え
て
、
世
界
の
大
都
市
と

手
を
携
え
て
気
候
変
動
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
述
べ

た
よ
う
な
、
本
市
の
財
産
で
あ
る

Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
で
培
っ
た
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
引
き
続
き
国
外
に
展
開
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
国

際
局
と
連
携
し
、
二
国
間
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
（Joint Crediting 

M
echanism

）
を
活
用
し
た
市

内
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
海
外
展

開
等
を
通
じ
、
世
界
の
脱
炭
素
化

に
引
き
続
き
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

　

 

　 

横
浜
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
・
ヨ
コ

２  

ハ
マ
３ス

リ

ム
Ｒ
夢
プ
ラ
ン

　

 

　 【
資
源
循
環
局
】

（1） 

横
浜
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
の
概
要

　

か
つ
て
横
浜
市
で
は
、
人
口
の

伸
び
を
上
回
っ
て
ご
み
の
量
が
増

加
し
、
環
境
へ
の
負
荷
も
増
大
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
焼
却
処
理
、

埋
立
処
分
を
中
心
と
す
る
廃
棄
物

対
策
か
ら
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
ご
み
の
発
生
を
抑
制

す
る
と
と
も
に
、
分
別
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
限
り

あ
る
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

節
減
と
循
環
的
な
利
用
促
進
を
目

指
し
、
２
０
０
２
年
度
に
横
浜
市

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
「
横

浜
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
た
。

　

目
標
を
「
２
０
１
０
年
度
に
お

け
る
ご
み
排
出
量
を
、
２
０
０
１

年
度
実
績
に
対
し
、
30
％
削
減
す

る
」こ
と
と
し
、
そ
の
達
成
に
は
、

市
民
・
事
業
者
か
ら
の
協
力
が
必

要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
２
年
間

で
１
万
１
千
回
の
説
明
会
を
実
施

す
る
な
ど
、
啓
発
に
取
り
組
み
、

施
策
を
推
進
し
た
。

YSCP実装

YSCP
推進協議会

YSCP実証
 建設会社：

大成建設、清水建設
 電気・機器・設備会社：

東芝エネルギーシステムズ、明電舎、アズビル、ＩＨＩ、
三菱日立パワーシステムズ、パナソニック、
東京ガスエンジニアリングソリューションズ、高砂熱学工業

 エネルギー会社：
東京ガス、東京電力エナジーパートナー、
みなとみらい二十一熱供給、東京都市サービス、横浜都市みらい、横浜熱供給

 ほか事業会社：オリックス、日産自動車、パシフィコ横浜、三井不動産、三菱地所、
日本電信電話、株式会社e-Mobility Power

 行政：横浜市

参画企業：２３社
（2020年12月末時点）

横浜スマートビジネス協議会（YSBA）

（図２）横浜スマートビジネス協議会参画企業

※
３　
「
１
・
５
℃
目
標
」

　

世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命

以
前
に
比
べ
て
２
℃
よ
り
十
分
低
く
保
つ

と
と
も
に
、
１
・
５
℃
に
抑
え
る
努
力
を

追
求
す
る
こ
と
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結
果
、
削
減
目
標
を
５
年
前
倒
し

で
達
成
し
、２
０
１
０
年
度
に
は
、

２
０
０
１
年
度
実
績
に
対
し
、
ご

み
排
出
量
を
43
％
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
２
か
所
の
焼
却

工
場
が
廃
止
さ
れ
、
将
来
必
要
と

な
る
建
替
え
費
用
や
、
年
間
運
営

費
な
ど
の
節
減
が
図
れ
た
ほ
か
、

ご
み
の
量
が
減
少
し
た
こ
と
で
、

最
終
処
分
場
の
延
命
化
に
つ
な

が
っ
た
。

（2） 

ヨ
コ
ハ
マ
３ス

リ

ム
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
の

概
要

　
「
ヨ
コ
ハ
マ
３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
」

は
、
横
浜
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
に
続
く

横
浜
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
と
し
て
、
２
０
１
０
年
度
に
策

定
し
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
２
０

２
５
年
度
を
計
画
期
間
と
し
て
い

る
。

　

３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
で
は
、３
Ｒ（
リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
）
の
う
ち
、
最
も
環
境
に
負

荷
の
か
か
ら
な
い
リ
デ
ュ
ー
ス
の

推
進
を
目
指
し
て
い
る
。

　

①
総
排
出
量
（
ご
み
と
資
源
の

総
量
）
を
２
０
２
５
年
度
ま
で
に

10
％
以
上
削
減
（
２
０
０
９
年
度

比
）
②
ご
み
処
理
に
伴
い
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
50
％
以
上
削
減
（
２

０
０
９
年
度
比
）
③
ご
み
処
理
の

安
心
と
安
全
・
安
定
を
追
求
の
３

つ
を
目
標
と
し
、
各
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

（3） 

ベ
ト
ナ
ム
国
・
ダ
ナ
ン
市
で

の
国
際
協
力
事
業

　

現
在
、
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
・
３
Ｒ

夢
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
中
で
培
っ

た
経
験
を
も
と
に
、
海
外
諸
都
市

の
課
題
解
決
に
向
け
た
協
力
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ

が
、
ベ
ト
ナ
ム
国
・
ダ
ナ
ン
市
へ

の
協
力
で
あ
る
。

　

近
年
、
ベ
ト
ナ
ム
は
経
済
発
展

が
著
し
く
、
そ
れ
に
伴
っ
て
発
生

す
る
ご
み
の
量
が
増
加
し
続
け
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
ダ
ナ
ン
市
に

お
い
て
も
、
市
内
唯
一
の
最
終
処

分
場
が
ひ
っ
迫
し
て
お
り
、
処
分

場
へ
の
搬
入
量
を
減
ら
し
、
延
命

化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
こ
で
、主
に
地
域
で
の
分
別
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
を
促
進
す
る

こ
と
で
最
終
処
分
場
に
搬
入
さ
れ

る
ご
み
の
量
を
削
減
す
る
た
め
、

２
０
１
７
年
３
月
か
ら
２
０
２
０

年
３
月
ま
で
の
３
年
間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
と
し

て
、
ダ
ナ
ン
市
に
お
け
る
分
別
事

業
の
支
援
を
行
っ
た
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
ダ

ナ
ン
市
が
２
行
政
地
区
を
モ
デ
ル

地
区
に
選
定
し
、
各
地
域
で
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
や
３
Ｒ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発

活
動
（
写
真
１
）
を
行
う
な
ど
、

地
域
で
推
進
役
を
決
め
、
住
民
へ

の
周
知
や
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
醸

成
を
進
め
た
。
ま
た
、
ダ
ナ
ン
市

に
お
い
て
、
既
に
存
在
し
て
い
た

資
源
回
収
の
取
組
を
活
用
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
り
、
定
期

的
に
資
源
物
が
回
収
さ
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
行
っ
た（
写
真
２
）。

　

横
浜
市
と
し
て
は
、
ダ
ナ
ン
市

に
専
門
家
を
派
遣
し
、
現
地
の
職

員
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
向
け

て
、
啓
発
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹

介
し
た
ほ
か
、
ダ
ナ
ン
市
や
関
係

団
体
の
職
員
を
横
浜
市
へ
招
聘

し
、
現
在
の
横
浜
市
の
取
組
を
伝

え
る
研
修
を
実
施
し
た（
写
真
３
）。

　

モ
デ
ル
事
業
は
、
市
民
の
分
別

に
対
す
る
意
識
向
上
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
町
内
会
等
に
よ
る
積
極

的
な
資
源
回
収
に
つ
な
が
っ
た
。

ダ
ナ
ン
市
は
、こ
の
成
果
に
よ
り
、

計
画
し
て
い
た
分
別
の
全
市
展
開

を
、
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

ダ
ナ
ン
市
へ
の
協
力
に
つ
い
て

は
、
事
業
を
実
施
す
る
中
で
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
の
解
決
に
向
け

た
後
続
事
業
が
採
択
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
、
デ
ー
タ
収
集
・
管

理
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続

き
支
援
を
実
施
す
る
。

（4） 

今
後
の
課
題
と
展
望

　

横
浜
市
が
経
験
し
た
、
増
加
を

続
け
る
ご
み
へ
の
対
応
は
、
近
年

多
く
の
国
が
直
面
し
て
い
る
都
市

課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
横
浜

市
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
知
見
の
提
供
を
中
心
に
、
課

題
解
決
に
向
け
た
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。

　

一
方
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
な
ど
、
相
互
に
協
力
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
世
界
的
な
課
題

も
新
た
に
出
て
き
て
い
る
。

　

今
後
は
、
互
い
の
知
見
を
共
有

し
合
い
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く

関
係
性
の
構
築
を
目
指
す
。

（写真2）地域コミュニティによる資源物回収

（写真3）横浜技術研修

（写真1）３Ｒコミュニティイベント
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港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
  【

都
市
整
備
局
】

（1） 

は
じ
め
に

　

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン（
以
下「
Ｎ

Ｔ
」）
は
、
横
浜
市
の
中
心
部
か

ら
12
㎞
、
東
京
都
心
か
ら
25
㎞
に

位
置
し
、
都
筑
区
の
総
面
積
の
約

半
分
を
占
め
る
。
昭
和
30
年
代
ま

で
は
山
林
と
田
畑
で
９
割
を
占
め

て
い
た
が
、
昭
和
40
年
代
の
無
秩

序
な
住
宅
開
発
の
拡
大
を
未
然
に

防
ぐ
と
と
も
に
、
計
画
的
に
人
口

を
誘
導
し
、
併
せ
て
都
市
と
農
業

と
が
調
和
し
た
新
し
い
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
に
六
大
事
業（
※
４
）

の
一
環
と
し
て
開
発
さ
れ
た
街
で

あ
る
。

　

日
本
住
宅
公
団
（
現
都
市
再
生

機
構
）
が
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
都
市
基
盤
施
設
と
宅
地
の
整

備
を
進
め
、
１
９
９
６（
平
成
８
）

年
の
事
業
完
了
か
ら
20
余
年
が
経

過
し
た
。
区
画
整
理
地
区
の
人
口

は
約
16
万
人
（
２
０
２
０
年
10
月

末
現
在
）
を
超
え
、
商
業
施
設
や

住
宅
の
建
設
、
企
業
の
研
究
所
や

大
学
の
立
地
が
進
み
、
ま
ち
は
成

熟
し
て
い
る
。

（2） 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と

方
針

　

Ｎ
Ｔ
建
設
事
業
は
、
事
業
の
推

進
に
あ
た
り
次
の
基
本
理
念
を
掲

げ
た
。
①
乱
開
発
の
防
止
、
②
都

市
農
業
の
確
立
、
③
市
民
参
加
で

あ
る
。
そ
の
後
の
社
会
経
済
状
況

の
変
化
す
る
中
で
、
④
多
機
能
複

合
都
市
を
加
え
た
。

　

ま
た
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

進
に
あ
た
り
、
①
緑
の
環
境
を
最

大
限
に
保
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
、

②
ふ
る
さ
と
を
し
の
ば
せ
る
ま
ち

づ
く
り
、③
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

④
高
い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
４
つ
の
方
針

を
定
め
計
画
の
具
体
化
を
図
っ
た
。

　

区
画
整
理
事
業
完
了
後
は
、
こ

れ
ら
理
念
と
基
本
方
針
を
継
承
し

た
横
浜
市
街
づ
く
り
協
議
要
綱
に

基
づ
く
「
街
づ
く
り
協
議
」
に
よ

り
良
好
な
建
築
物
の
誘
導
を
行
い
、

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の
維
持
・
誘

導
を
継
続
し
て
い
る
。

（3） 

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
特
色

　

次
に
Ｎ
Ｔ
計
画
の
特
色
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

①
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

　

一
つ
目
は
基
本
理
念
に
も
あ
る

「
市
民
参
加
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
行
で
あ
る
。
地
元
、公
団
、

横
浜
市
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議

組
織
に
お
い
て
、
具
体
的
な
計
画

を
示
し
協
議
し
な
が
ら
事
業
が
推

進
さ
れ
た
。
協
議
内
容
は
計
画
に

反
映
さ
れ
、
そ
の
成
果
の
一
つ
と

し
て
区
画
整
理
区
域
に
お
け
る

「
申
し
出
換
地
」
の
採
用
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
手
法
に
よ
り
地
権

者
の
土
地
活
用
の
希
望
に
応
じ
る

換
地
設
計
が
行
わ
れ
、
地
権
者
の

土
地
活
用
の
希
望
と
市
側
の
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導
す
る
と

い
う
目
的
が
実
現
さ
れ
た
。
ま
た

計
画
的
な
土
地
利
用
を
よ
り
効
果

的
・
理
想
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

地
権
者
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
勉
強
会
を
重
ね
自
主
的
な
ま

ち
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
検
討
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
Ｎ
Ｔ
各
地
区

で
の
建
築
協
定
の
締
結
や
駅
周
辺

の
街
づ
く
り
協
定
の
策
定
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

②
緑
道
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
　

二
つ
目
は
緑
豊
か
な
自
然
環
境

を
保
存
し
た
緑
道
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
計
画
で
あ
る
。「
緑

の
環
境
を
最
大
限
に
保
存
す
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
基
本
方
針
の
も
と

に
、地
区
内
の
緑
道
を
主
骨
格
に
、

集
合
住
宅
、
学
校
、
企
業
用
地
な

ど
の
大
街
区
の
斜
面
樹
林
や
屋
敷

林
な
ど
民
有
の
緑
を
、
公
園
な
ど

の
公
共
の
緑
と
束
ね
て
連
続
さ
せ

た
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
貴
重
な
緑
の
資

源
と
か
つ
て
の
里
山
景
観
を
保
存

し
て
い
る
。
軸
と
な
る
緑
道
は
地

区
全
体
に
５
本
あ
り
総
延
長
約

14
・
５
㎞
、
幅
員
10
～
40
ｍ
で
斜

面
緑
地
を
含
め
る
と
幅
１
０
０
ｍ

以
上
の
緑
の
ベ
ル
ト
が
形
成
さ
れ

る
区
域
も
あ
る
。
現
在
、
緑
道
や

公
園
は
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
活
動
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
緑
道
を
魅
力
あ
る
形

で
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
整

備
当
初
の
理
念
や
考
え
方
、
再
整

備
の
手
法
等
に
つ
い
て
公
園
利
用

者
等
と
意
見
交
換
を
行
い
「
都
筑

区
緑
道
再
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
も
市
民
参
加
が
実
現
さ
れ
て

い
る
。

③
多
機
能
複
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

三
つ
目
は
住
宅
地
と
の
調
和
を

図
る
業
務
施
設
や
研
究
所
等
の
核

的
施
設
の
立
地
・
集
積
を
積
極
的

に
推
進
し
、
職
住
近
接
の
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
た
点
で
あ
る
。
Ｎ
Ｔ

の
優
れ
た
自
然
環
境
と
立
地
条
件

に
吸
引
さ
れ
、
国
内
企
業
の
研
究

所
や
研
修
所
が
多
数
立
地
し
た
ほ

か
、
外
国
人
学
校
や
外
資
系
企
業

も
立
地
し
て
い
る
。
閑
静
な
職
住

近
接
の
環
境
の
良
さ
や
東
京
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
企
業
か
ら
選

ば
れ
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

（4） 

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け

る
国
際
協
力
の
取
組

　

横
浜
市
の
六
大
事
業
は
、
日
本

の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
の
評
価
も

高
い
。
Ｎ
Ｔ
に
関
し
て
は
、
新
興

国
に
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
と
し
て

注
目
さ
れ
、
ア
ジ
ア
諸
国
や
ア
フ

リ
カ
の
都
市
開
発
に
携
わ
る
行
政

職
員
の
視
察
の
受
入
れ
を
行
っ
て

い
る
。
視
察
で
は
、
①
大
規
模
か

つ
多
数
の
地
権
者
相
手
に
ど
う
合

意
形
成
し
た
か
、
②
グ
リ
ー
ン
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
を
ど
の
よ
う
に
計
画

し
た
か
が
よ
く
問
わ
れ
、
海
外
に

お
い
て
も
地
元
地
権
者
と
の
合
意

や
住
環
境
の
整
備
に
対
す
る
関
心

が
大
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

開
発
か
ら
20
余
年
が
経
過
し
た

こ
と
で
Ｎ
Ｔ
の
街
に
も
変
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
依
然

と
し
て
Ｎ
Ｔ
に
込
め
ら
れ
た
技
術

や
思
想
は
価
値
あ
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
も
、
視
察
の
受
入
れ
会

議
等
の
機
会
を
通
じ
て
、
Ｎ
Ｔ
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
海
外
等
に

も
発
信
し
て
い
き
た
い
。

※
４　

六
大
事
業

　

昭
和
41
年
に
発
表
さ
れ
た
次
の
事
業
。

①
都
心
部
強
化
②
港
北
ニュ
ー
タ
ウ
ン
建

設
③
金
沢
地
先
埋
立
④
高
速
鉄
道
（
地

下
鉄
）
建
設
⑤
高
速
道
路
網
建
設
⑥
横

浜
港
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
建
設

六大事業現状位置図


